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天
保
四
年
こ
八
三
三
)
の
大
凶
作
に
よ
る
深
刻
な
打
撃
を
う
け
た
秋
田
藩
の
領
内

は
、
藩
の
対
応
策
の
不
手
際
や
混
乱
も
あ
っ
て
、
そ
の
年
の
夏
か
ら
翌
年
に
か
け
て
町
で

も
村
で
も
不
安
な
情
勢
が
続
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
天
保
五
年
一
月
、
仙
北
郡
前
北
浦
地
方
、
引
統
い
て
翌
二

月
に
奥
北
浦
地
方
で
お
こ
っ
た
両
北
浦
一
撲
は
藩
政
を
大
き
く
ゆ

huご
か
す
事
件
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
一
撲
の
研
究
も
し
だ
い
に
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

今
研
究
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
一
九
三
七
年
に
武
藤
鉄
城
に
よ
っ
て
、
『
天
保
の
仙
北

郡
北
浦
騒
動
資
料
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
先
駆
的
研
究
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
第
二
次
大
戦
後
、
地
方
史
の
飛
躍
的
な
進
展
の
な
か
に
あ
っ
て
、
こ
の
北
浦
一

撲
に
関
す
る
史
料
は
最
近
に
い
た
る
ま
で
意
外
に
も
発
堀
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
経
過

し
た
。最
近
、
後
述
の
よ
う
に
い
く
つ
か
関
係
史
料
が
し
だ
い
に
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
そ
れ
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
事
件
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
「
一
つ
ひ

と
つ
の
農
民
一
撲
の
具
体
的
な
事
実
を
堀
り
お
こ
さ
な
い
こ
と
に
は
、
法
則
性
だ
の
何
だ

(
2
)
 

の
と
い
う
大
き
な
話
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
撲
に

つ
い
て
も
今
迄
判
明
し
た
史
点
投
み
た
場
合
、
な
お
今
後
と
も
可
能
な
か
ぎ
り
発
掘
の
努

力
が
は
ら
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
前
北
浦
一
撲
に
関
す
る
一
材
料
を
、
北
秋
田
郡
森
吉
町
本
滅
の
金
家
文
書
の

な
か
か
ら
見
出
し
た
の
で
、
そ
の
紹
介
を
若
干
の
関
連
史
料
の
検
討
も
か
ね
な
が
ら
お
こ

な
う
こ
と
に
し
た
い
。

史

料
よ

合
同

橋

夫

秀洋

子

沼

注

(
l
)
武
藤
鉄
城
『
秋
田
農
民
一
撲
史
』
ハ
一
九
四
七
年
)
、
『
秋
田
県
史
』
近
世
編
下

(
一
九
六
五
年
〉
、
『
角
館
誌
』
第
四
巻
〈
一
九
六
九
年
)
で
級
か
わ
れ
て
い
る
。

柴
田
次
雄
「
秋
田
藩
に
お
け
る
都
市
騒
援
の
研
究
」
(
今
村
教
授
退
官
記
念
会
編

『
秋
田
地
方
史
の
研
究
』
一
九
七
三
年
〉
、
向
「
秋
田
藩
天
保
一
撲
に
関
す
る
一
考

察
|
|
山
谷
川
崎
村
『
連
判
書
』
を
中
心
に
|
|
」
(
「
秋
大
史
学
」
一
一
一
一
一
号
、
一

九
七
六
年
)

秋
田
近
世
史
研
究
会
『
藩
政
時
代
の
村
、
羽
後
に
お
け
る
飢
餓
・
一
撲
』
ハ
秋
田

県
文
化
課
刊
、
一
九
七
四
年
〉
等
が
あ
る
。

ま
た
、
佐
有
木
潤
之
介
編
『
日
本
民
衆
の
歴
史
』
五
(
一
九
七
四
年
)
、
斎
藤
純

「
幕
藩
制
解
体
過
程
に
お
け
る
階
級
闘
争
と
領
主
権
力
」
(
東
京
歴
史
科
学
研
究
会

「
人
民
の
歴
史
学
」
第
三
七
号
、
一
九
七
四
年
)
で
も
こ
の
一
撲
を
取
り
上
げ
て
い

る。

(

2

)

浜
林
正
夫
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
成
立
期
の
民
衆
運
動
」
(
東
京
歴
史
科
学
研
究
会

編
『
歴
史
を
学
ぶ
人
々
の
た
め
に
』
第
二
集
、
三
省
堂
、
一
九
七
七
年
、
二
六
四
頁
。
)

(

3

)

同
種
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
分
布
か
ら
重
要
事
件
の
情
報
の
伝
播
と
い
う
視

点
か
ら
問
題
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
点
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

な
お
幕
藩
社
会
に
お
け
る
一
撲
の
記
録
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
潤
之
介

編
『
日
本
民
衆
の
歴
史
』
四
、
四
五
頁
参
照
。

秋
田
藩
前
、
奥
北
浦
-
撲
関
係
史
料
に
つ
い
て

こ
こ
で
ま
ず
、
今
ま
で
に
発
見
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
前
、
奥
北
浦
一
撲
関
係
の
史
料
に
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つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

A
、
天
保
五
年
一
月
、
前
北
浦
一
撲
の
経
過
を
一
示
す
史
料

a
、
「
下
筋
米
不
足
ニ
付
、
仙
北
よ
り
有
米
余
分
之
分
御
借
久
保
田
へ
川
下
ニ
相
成
候

エ
付
騒
立
壱
件
、
金
易
右
衛
門
・
8
・
申
来
候
写
」
(
『
天
保
四
巳
年
六
郡
凶
作
に
付
、

被
仰
渡
井
略
記
』
所
収
)

当
時
仙
北
郡
奉
行
で
あ
っ
た
金
易
右
衛
門
か
ら
落
へ
前
北
浦
一
撲
の
第
一
報
を
知
ら

せ
る
書
状
の
写
で
あ
る
。

b
、
「
御
百
姓
共
願
書
之
向
書
付
ヲ
以
早
速
左
之
通
申
渡
候
」
ハ
同
前
所
収
)

当
時
郡
方
の
役
人
で
あ
っ
た
渡
辺
泰
治
、
大
和
田
熊
蔵
が
、
前
北
浦
一
撲
の
要
求
に

つ
い
て
書
き
留
め
、
藩
へ
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

c
、
「
巳
年
凶
作
ニ
付
翌
午
年
両
北
浦
百
姓
-
撲
ノ
事
」
へ
「
天
保
四
未
年
餓
鱗
の
日

記
)
仙
北
郡
葛
川
に
知
行
を
持
っ
て
い
た
渡
辺
忠
勝
の
記
録
で
あ
る
ら
し
い
。

d
、
ハ
筆
録
者
不
明
の
記
録
〉

武
藤
鉄
城
旧
蔵
、
民
間
記
録
で
あ
る
ら
し
い
。

e
、
「
天
保
録
」
(
上
法
香
苗
編
『
間
杉
家
文
書
』
秋
田
市
立
図
書
館
刊
、
一
九
五
七

年
)

f
、
「
天
保
四
年
巳
大
凶
作
ニ
付
午
正
月
仙
北
一
一
隊
大
凡
書
付
写
」
ハ
『
天
保
七
年
丙

円

4
)

申
六
月
年
々
一
夜
仰
渡
帳
』
所
収
)

北
秋
田
郡
五
味
堀
村
の
三
右
衛
門
の
見
聞
記
録
で
あ
る
。

B
、
一
大
保
五
年
二
月
、
奥
北
浦
一
撲
の
経
過
を
示
す
史
料

a
、
「
天
保
五
回
h
E
f仙
北
郡
奥
北
浦
騒
立
之
次
第
」
(
『
翌
一
回
天
保
凶
鍾
見
聞
実
録
』

所
収
〉阿
仁
銅
山
方
吟
味
役
岩
堀
文
四
郎
が
同
人
弟
の
石
川
忠
吉
(
当
時
大
館
に
滞
在
)

に
書
き
送
っ
た
書
付
の
写
で
あ
る
。

b
、
「
近
藤
瀬
兵
衛
A
O
来
書
之
趣
左
之
通
」
(
天
保
四
巳
年
六
郡
凶
作
に
付
、
被
仰
渡

Z
岳
山
』
所
収
山

当
時
仙
北
に
い
た
副
役
近
藤
瀬
兵
衛
か
ら
の
藩
へ
の
報
告
で
あ
る
。

c
、
「
奥
北
浦
百
姓
共
騒
立
之
事
」
(
『
天
保
四
円
李
種
の
日
記
』
所
収
)

A
の
c
と
同
一
史
料
で
あ
る
。

d
、
ハ
筆
録
者
不
明
の
記
録
)

天保五年秋田藩前北浦一撲の一史料

A
の
d
と
同
一
史
料
で
あ
る
。

e
、
「
天
保
五
年
午
正
月
よ
り
諸
御
用
相
勤
日
記
」

当
時
阿
仁
銅
山
へ
の
廻
米
取
措
吟
味
役
の
下
ク
役
御
用
係
を
し
て
い
た
角
館
落
土

千
代
六
郎
右
衛
門
の
日
記
で
あ
る
。

(
B
)
 

f
、
(
佐
竹
北
家
義
術
侯
が
藩
に
宛
て
た
報
告
書
)

当
時
、
仙
北
地
方
の
支
配
者
と
し
て
角
館
の
所
預
で
あ
っ
た
義
術
侠
が
一
撲
の
経

過
等
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

(
9
)
 

g
、
「
北
浦
土
民
一
撲
史
」
武
藤
鉄
城
稿

奥
北
浦
の
雲
然
の
渡
辺
小
勝
、
阿
部
清
、
戸
嶋
マ
ッ
、
奥
北
浦
の
田
中
の
藤
原
惣

十
郎
の
話
を
総
合
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

h
、
「
百
姓
一
撲
貴
重
資
料
発
見
|
農
民
側
の
記
録
|
」
ハ
『
角
館
時
報
』
昭
和
三
十

年
一
月
二
十
三
日
(
四

O
八
号
〉
、
同
年
一
月
二
十
九
日
(
四

O
九
号
)
に
連
載
〉

原
史
料
の
所
在
及
び
原
文
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
天
保
五
年
三
月
の
三
郡
(
仙
北
、
平
鹿
、
雄
勝
)
の
藩
主
巡
行
、

撲
の
首
謀
者
へ
の
処
置
に
関
す
る
史
料
等
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。

注

(
1
〉
高
橋
秀
夫
「
天
保
五
年
秋
田
藩
前
・
奥
北
浦
一
撲
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
秋
田
高
専

紀
要
』
第
九
号
、
一
九
七
四
年
)
。
南
秋
田
郡
昭
和
町
豊
川
、
石
川
文
庫
蔵
。

な
お
、
天
保
五
年
二
月
朔
日
に
は
郡
方
添
役
の
平
山
文
一
郎
が
仙
北
か
ら
同
加
減

し
、
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
模
様
は
「
野
上
陳
令
日
記
」
(
秋
田
県
立
図
書
館
蔵
)
、

「
八
丁
夜
話
)
第
十
一
(
『
第
二
期
新
秋
田
叢
垂
直
』
り
所
収
)
、
「
根
本
左
司
馬
日

記
」
(
大
館
市
立
図
書
館
栗
盛
文
庫
蔵
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
武
藤
鉄
城
編
『
天
保
の
仙
北
郡
北
浦
騒
動
資
料
』
(
一
九
三
七
年
)
。

(

3

)

同
前
所
収

(

4

)

北
秋
田
郡
森
吉
町
本
城
、
金
家
所
蔵
。
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
で
あ
る
。

(
5
〉
高
橋
秀
夫
「
天
保
五
年
秋
田
藩
奥
北
浦
一
撲
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
秋
田
高
専
紀

要
』
第
八
号
、
一
九
七
三
年
)
。
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
太
田
、
長
谷
川
文
書
。

太
田
新
田
村
の
当
時
十
九
歳
の
長
谷
川
伊
三
郎
が
、
一
大
保
五
年
九
月
十
九
日
に
、

石
川
忠
士
口
宛
書
付
を
大
館
給
人
近
藤
五
郎
兵
衛
が
借
り
て
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
又

借
り
し
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

6

)

高
橋
秀
夫
「
天
保
五
年
秋
田
藩
前
・
奥
北
浦
一
撲
を
め
ぐ
っ
て
」

昭和53年2月

(
前
掲
)
。

石
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川
文
庫
蔵
。

な
お
、
前
掲
「
根
本
左
司
馬
日
記
」
、
前
掲
「
八
丁
夜
話
」
、
介
川
東
馬
の
「
日

記
」
ハ
千
葉
県
松
戸
、
介
川
家
所
蔵
〉
に
近
藤
瀬
兵
衛
か
ら
の
来
状
、
一
撲
の
様
子

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(

7

)

武
藤
鉄
城
編
『
天
保
の
仙
北
郡
北
浦
騒
動
資
料
』
。

(
8〉
同
前
所
収
。

(

9

)

同
前
所
収
。

(
叩
)
前
掲
「
八
丁
夜
話
」
、
前
掲
「
根
本
左
司
馬
日
記
」
、
前
掲
「
ユ
人
保
の
仙
北
郡
北

浦
騒
動
資
料
』
。

民
衆
側
か
ら
見
た
前
北
浦
一
撲
の
史
料
の
紹
介

天保五年秋田藩前北浦一撲の一史料

右
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
藩
士
等
支
配
者
側
か
ら
見
た

一
撲
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
『
天
保
七
年
内
申
六
月

年
々
被
仰
渡
帳
』
の
中
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
民
衆
側
か
ら
見
た
前
北
浦
一
撲
の
史
料

(
A
l
f
〉
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
北
秋
田
郡
五
味
堀
村
の
三
右
衛
門
が
、
天
保
五
年
正
月
二
十
七
日
か
ら

二
十
九
日
の
四
ツ
半
時
ま
で
の
間
仙
北
で
み
た
前
北
浦
一
撲
の
模
様
を
、
本
城
の
農
民
金

某
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
五
味
堀
村
の
三
右
衛
門
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
人
物
か

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
五
味
堀
村
が
阿
仁
銅
山
の
留
木
・
薪
炭
を
生
業
と
す
る
村
で
あ

っ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

天
保
四
年
巳
大
凶
作
ニ
付
午
正
月
仙
北
一
騒
大
凡
書
付
写

一
天
保
五
年
午
正
月
廿
六
日
、
長
野
御
役
屋
へ
前
北
浦
四
拾
八
ケ
村
、
奥
北
浦
六
ヶ
村
程

押
寄
候
次
第
、
同
廿
七
日
，
ho廿
九
日
四
ツ
半
時
迄
之
騒
動
見
聞
仕
候
所
、
前
後
混
乱
仕

侯
得
共
関
候
処
、
騒
動
場
処
見
受
候
処
も
さ
っ
と
奉
申
上
候
、
御
内
覧
被
下
度
候
、
只

私
之
聞
書
故
混
乱
仕
候

一
根
元
去
巳
十
一
月
中
、
須
田
五
右
衛
門
様
、
小
野
崎
市
右
衛
門
機
御
両
人
、
長
野
於
御

役
屋
前
北
浦
四
拾
八
ケ
村
、
御
団
地
畑
高
合
壱
万
八
千
石
之
処
、
惣
人
数
壱
万
弐
千

人
、
親
郷
肝
煎
共
へ
被
仰
渡
候
は
、
去
年
之
儀
は
其
方
共
も
差
心
得
之
通
、
幾
年
-
一
も

覚
無
之
凶
作
、
右
ニ
付
御
国
一
統
有
無
を
通
し
合
候
様
被
仰
出
、
右
ニ
付
其
村
々
正
月

A
O
三
月
舟
日
迄
壱
人
品
付
米
三
合
つ

ι、
四
月
七
合
、
五
月
八
合
之
差
積
り
、
五
月
ま

て
之
飯
料
米
相
除
き
、
余
米
之
分
は
三
貫
三
百
文
月
一
日
制
御
買
上
也
、
又
は
御
下
シ
米

迄
御
貸
上
也
、
其
方
共
之
勝
手
次
第
ュ
差
上
候
様
可
致
、
右
之
心
得
ニ
而
壱
軒
限
有
桃

有
米
勘
定
書
上
ケ
致
候
様
被
仰
渡
候
ユ
付
、
村
々
有
株
書
上
ケ
致
候

然
処
此
度
六
郷
御
役
屋
御
正
一
一
間
合
会
田
久
左
衛
門
様
、
長
野
御
役
屋
御
詰
合
鎌
田
順
兵
術

様
又
々
被
仰
出
左
之
通
、
正
月
只
今
よ
り
壱
人
-
一
付
弐
合
五
タ
積
三
月
迄
勘
定
、
其
上

之
余
米
無
残
御
買
上
ケ
被
成
置
候
様
被
仰
渡
ニ
付
、
御
百
性
共
之
内
抜
き
/
¥
罷
出
申

上
候
は
、
弐
合
五
タ
之
御
差
積
ニ
而
は
御
団
地
仕
附
可
申
様
無
之
、
何
卒
旧
冬
被
仰
波

之
通
-
一
御
取
扱
被
下
置
度
願
・
申
上
候
処
、
団
地
仕
附
候
も
、
仕
附
不
申
侯
義
も
其
方
共

ニ
不
被
預
義
御
上
之
思
召
有
之
事
、
壱
一
人
た
り
共
殺
シ
不
申
候
義
は
重
き
事
-
一
候
段
御

申
渡
被
成
候
処
、
夫
A
O
廿
五
日
ニ
其
向
ん
ベ
ユ
寄
合
相
談
致
候
事
と
相
見
得
、
廿
六
日
朝

長
野
御
役
屋
へ
四
拾
八
ケ
村
J
壱
軒
A
O
壱
人
つ
L
、
弐
千
七
百
人
相
詰
一
メ
、
去
十
一
月

中
被
仰
渡
候
通
、
御
取
扱
被
下
置
度
段
奉
願
上
候
所
、
鎌
田
順
兵
衛
様
中
々
御
取
受
ケ

難
相
成
段
、
御
断
被
成
置
候
エ
付
、
又
々
奥
北
浦
村
も
加
勢
、
六
ヶ
村
究
党
之
者
斗
健

越
、
段
々
人
数
嵩
-
一
相
成
、
既
ニ
五
千
余
人
押
寄
踊
/
¥
願
之
通
御
聞
受
ケ
無
之
候
得

は
、
順
兵
衛
様
を
鰭
は
た
き
い
た
し
、
其
上
御
城
下
江
直
々
大
勢
能
登
願
申
上
候
存
入

ニ
而
、
銘
々
家
々
江
引
札

ιr致
候
一
跡
、
又
々
大
勢
ニ
相
成
大
音
-
一
而
掛
合
、
然
処
御

役
屋
御
門
を
〆
め
、
御
役
人
御
足
軽
親
郷
肝
煎
慎
り
か
え
り
居
候
処
、
百
性
共
門
を
打

破
り
押
込
ミ
候
も
の
も
無
之
、
唯
門
外
-
一
而
悪
口
雑
言
、
鎌
田
順
兵
衛
様
、
須
田
五
右

衛
門
様
、
親
郷
肝
煎
七
兵
衛
、
佐
助
、
喜
之
助
、
太
郎
八
、
右
六
人
之
者
串
指
ニ
い
た

し
、
あ
ふ
り
喰
た
い
杯
之
恕
口
雑
言
、
暮
合
迄
詰
掛
ヶ
、
遠
近
之
林
木
を
伐
取
り
、
数

百
ケ
処
ニ
答
を
焚
、
大
音
揚
候
得
共
、
御
役
屋
御
役
人
衆
一
言
も
無
之
ニ
付
、
百
性
共

銘
々
家
-
一
罷
帰
、
三
回
目
、
五
七
日
つ
ふ
之
支
度
致
、
臥
荷
俵
-
一
食
物
入
候
而
、
鎌
、

'

J

"

 

手
鑓
、
れ
蕗
ハ
タ
デ
鉄
熔
迄
一
持
参
、
廿
七
日
朝
五
つ
時
、

h
〈
曲
り
北
畑
江
勢
揃
、
太

鼓
、
銅
た
ら
へ
、
只
を
吹
立
、
八
つ
時
迄
寄
揃
可
申
相
図
之
嚇
-
一
相
見
得
申
候
、
然

処
、
廿
八
日
八
つ
時
、
先
キ
手
人
数
千
七
百
人
程
大
曲
り
北
畑
へ
相
詰
候
、
其
節
折
能

く
御
居
合
候
八
代
金
四
郎
様
、
大
和
田
慶
市
郎
様
、
信
田
左
伝
治
様
、
杉
山
鉄
太
様
御

出
張
、
其
方
共
願
之
通
取
扱
可
申
段
、
色
々
御
申
含
被
成
置
候
処
、
共
意
-
一
ま
か
せ

承
服
致
候
株
、
依
而
右
四
人
大
曲
り
江
御
引
取
被
成
候
処
、
又
々
一
春
頃
A
O
追
々
罷
越
、

四
五
千
人
ニ
相
成
、
御
城
下
江
押
シ
立
候
妹
、
中
々
申
合
候
事
ニ
も
不
相
成
、
夫
レ
ム
。

神
宮
寺
渡
り
舟
綱
切
落
、
舟
を
浮
し
従
来
指
留
候
、
右
人
数
大
曲
り
A
O
花
立
、
神
宮
寺
舟

場
迄
一
面
大
勢
エ
而
、
其
人
数
之
内
大
部
分
之
者
は
花
立
村
樹
染
院
杉
林
ニ
館
籍
数
百

之
議
を
焚
、
鯨
波
を
揚
、
実
ニ
大
変
怖
敷
株
ニ
相
見
得
候
、
此
処
江
先
き
之
四
人
様
、

其
外
大
和
田
熊
蔵
様
、
渡
辺
泰
蔵
様
、
小
野
崎
字
源
太
様
、
御
小
人
御
足
軽
召
連
、
高
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子

張
拾
丁
相
立
、
大
音
ユ
一
m
申
含
候
得
共
、
中
三
斗
ユ
も
入
不
申
候
、
夫
レ
A
O
御
工
風
被

成
候
而
、
厚
紙
三
拾
枚
程
継
、
幡
を
持
、
大
文
字
二
脅
き
、
其
方
共
願
之
義
、
願
之
通

我
等
取
扱
可
致
候
閥
、
一
ト
先
帰
村
可
致
候
、
八
代
金
四
郎
、
信
田
字
源
太
、
右
幡
弐

ケ
処
江
相
建
候
処
、
取
鎮
り
侯
株
、
夫
レ
，
ho段
々
・
申
含
候
、
百
性
共
A
O
証
文
出
呉
候
様

願
申
出
ユ
付
、
御
当
人
様
方
A
O
四
ヶ
処
寄
郷
江
壱
枚
つ
L
、
証
文
四
枚
被
差
出
、
長
野

御
役
屋
三
m一
願
筋
取
極
メ
可
遺
趣
走
合
候
処
、
廿
八
日
明
六
つ
時
其
場
を
引
取
、
鑓
見

内
村
幕
林
八
幡
宮
ユ
而
百
性
共
差
立
候
者
弐
千
五
百
人
程
寄
合
、
願
書
相
認
メ
候
而
、

八
つ
時
A
O
長
野
御
役
屋
江
相
詰
、
右
願
書
御
支
配
様
金
易
右
衛
門
也
、
六
郷
aS御
出
を
待

受
ケ
差
上
候
而
、
暮
頃
A
O
簿
焚
、
弐
千
五
百
人
程
御
役
屋
を
取
巻
き
罷
有
候
処
、
暮
五

つ
頃
、
漸
々
御
支
配
様
上
下
七
人
三
m長
野
へ
右
人
数
之
中
を
御
通
り
被
成
置
候
処
、

百
性
共
ひ
っ
そ
り
と
相
成
、
夫
レ
・
6
御
役
屋
へ
御
着
、
百
性
之
模
様
形
り
御
取
調
、
其

夜
至
而
氷
烈
し
く
候
故
炭
薪
等
被
下
候
、
一
ト
親
郷
・
8
弐
人
つ
ヘ
八
人
御
呼
出
被
仰

含
候
処
、
難
有
取
受
ケ
候
而
、
夜
八
つ
時
A
O
明
六
つ
迄
無
残
引
取
中
候
、
廿
九
日
昼
九

つ
時
過
、
御
支
配
様
角
館
町
江
御
引
移
り
被
遊
候
、
右
あ
ら
/
¥
如
斯
御
座
候
、

以
上右
之
通
二
月
廿
九
日
写
取
申
侯

右
は
五
味
堀
村
三
右
衛
門
仙
北
ニ
居
合
候
而
、
当
人
A
O
申
参
候

洋沼夫秀

四

若

干

の

問

題

点

橋

こ
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
前
北
浦
一
撲
の
模
様
は
、
既
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

に
比
べ
て
も
詳
し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
五
味
堀
村
の
三
右
衛
門
が
見
聞
し
た
こ

と
、
つ
ま
り
農
民
側
の
声
を
そ
の
ま
ま
書
き
付
け
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
二
、
三
気
が
つ
い
た
点
を

あ
げ
て
み
た
い
。

こ
の
史
料
で
は
、
前
北
浦
一
撲
の
起
っ
た
原
因
と
し
て
、
天
保
四
年
十
一
月
に
申
し
渡

さ
れ
た
家
日
米
仕
法
の
内
容
(
正
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
一
人
米
三
合
ず
っ
、
四
月
七
合
、
五

月
八
合
)
が
天
保
五
年
一
月
に
な
っ
て
変
更
(
=
一
月
ま
で
一
人
二
合
五
夕
ず
つ
、
余
米
は

残
ら
ず
買
上
〉
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
で
は
「
田
地
仕
附
可
申
様
無
之
」
、
旧
冬
の
と
お

り
に
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
の
を
却
下
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
筆
録

者
不
明
の
記
録

(
A
l
d
)
で
「
当
惑
致
し
迷
惑
形
、
村
h

一
統
色
々
申
上
候
得
共
会
て

願
兵
衛
殿
御
受
無
之
、
却
て
御
叱
り
等
に
預
り
恐
入
候
、
左
侯
得
者
、
去
冬
中
よ
り
被
仰

渡
其
儀
何
角
御
守
り
も
無
之
、
益
々
村
方
迷
惑
相
至
り
候
に
付
、
前
北
浦
一
統
肝
煎
長
を

高5 

先
と
し
て
、
小
閑
居
の
者
迄
無
残
、
正
月
廿
六
日
、
一
同
に
長
野
御
役
屋
へ
相
詰
め
、
品

々
願
相
立
候
」
と
記
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
ま
た
正
月
二
十
八
日
に
出
し
た
要
求
の
な
か

に
春
農
米
の
要
求
が
あ
っ
た

(
A
l
b
)
点
か
ら
も
、
去
十
一
月
中
の
「
被
仰
渡
」
に
も

ど
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
て
最
初
は
た
ち
上
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
度
目
の
農
民
の
願
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
正
月
二
十
五
日
に
相
談
し
、
二

十
六
日
朝
に
長
野
御
役
屋
へ
前
北
浦
四
十
八
ケ
村
か
ら
一
軒
一
人
ず
つ
二
千
七
百
人
が
詰

め
か
け
、
再
度
去
十
一
月
の
「
被
仰
波
」
に
も
ど
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
が
断
わ
ら
れ

た
。
そ
の
後
奥
北
浦
村
ん
べ
か
ら
も
加
勢
が
き
て
人
数
が
ふ
え
、
願
が
聞
き
受
け
ら
れ
な
い

な
ら
ば
、
城
下
へ
登
り
直
々
に
願
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
の
が
農
民
側
の
要
求
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
郡
方
添
役
平
山
文
一
郎
は
、
「
何
一
つ
郡
方
役
人
の
申
渡
信
し
か
た
き

事
辿
起
候
よ
し
」
と
藩
に
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
「
八
丁
夜
話
」
〉
。

さ
て
、
前
北
浦
一
撲
に
は
奥
北
浦
村
六
ケ
村
か
ら
都
合
の
よ
い
も
の
が
参
加
し
て
い
た

ζ

と
は
他
史
料
ハ
A
l
e
〉
で
も
既
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
金
易
右
衛

門
は
藩
宛
の
書
状
ハ
A
l
a
v
の
な
か
で
、
「
奥
北
浦
ム
ハ
ケ
村
加
り
候
な
と
L
申
ハ
吏
ニ

無
之
事
三
刷
、
去
今
前
北
浦
之
面
々
之
口
・
6
出
候
事
三
閥
、
紗
し
く
鳴
分
申
立
候
迄
之
事

-
一
候
」
と
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
城
下
へ
む
け
て
の
行
進
に
「
又
鬼
」
が
鉄
勉
を
持

参
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
マ
タ
ギ
の
村
に
近
い
五
味
掘
村
の
三
右
衛
門
が
語
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
う
わ
さ
と
し
て
は
片
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
え

る。

秋田高専研究紀要第13号

で
は
、
「
又
鬼
」
と
は
こ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
点
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

角
館
給
人
千
代
六
郎
右
衛
門
の
廻
米
日
記
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

ハ
「
天
保
三
年
壬
民
正
月
拾
二
日
出
立
銅
山
御
廻
米
御
用
荒
瀬
詰
合
日
記
」
二
月
十

一
日
の
条
〉

同
日
御
米
無
残
皆
着
、
今
年
諸
方
尺
取
、
九

FFF蔵
払
不
相
成
内
、
荒
瀬
皆
着
は
前

A々
O
覚
無
之
事
ユ
御
米
包
正
月
中
仕
送
、
荒
瀬
相
達
-
-
て
、
根
本
村
多
人
数
在
是
、
又

鬼
出
不
申
候
内
z
候
ハ

L
引
子
も
多
人
数
出
可
申
上
候
、
以
来
正
月
初
A
O
荒
瀬
仕
送
候

様
、
向
々
手
配
可
致
事
と
被
存
候

(
「
天
保
拾
弐
年
丑
二
月
御
廻
米
御
用
廻
在
日
記
」
一
一
一
月
四
日
の
条
〉

四
日
比
立
内
罷
婦
申
候
義
、
常
た
宏
多
数
人
出
引
下
見
詰
無
是
、
無
残
た
全
野
置
米

科
合
内
、
五
百
表
大
掛
か
昨
日
乙
米
相
升
、
右
形
下
雲
師
合
加
藤
老
之
助
殴
申
遣
、



6 

ハ
傍
点
'
ム
引
用
者
)

こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
、
「
又
鬼
」
と
は
熊
狩
り
を
す
る
猪
師
の
マ
タ
ギ
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
三
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
聞
は
マ
白
タ
ギ
は
狩
猟
に
出
て
い
る
の
だ
が
、

冬
期
に
は
そ
の
余
剰
労
働
力
を
蔵
宿
か
ら
次
の
蔵
宿
に
次
送
り
さ
れ
る
阿
仁
銅
山
用
の
米

の
運
搬
に
あ
て
て
い
た
。
v

J
mト
よ
う
に
、
角
館
か
ら
大
覚
野
悼
を
通
っ
て
運
搬
さ
れ
る
冬
期
の
阿
仁
銅
山
用
の
廻

米
輸
送
に
関
わ
り
あ
い
を
持
っ
て
い
た
マ
タ
ギ
が
前
北
浦
一
撲
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
仙
北
郡
郡
奉
行
金
易
右
衛
門
が
こ
の
一
撲
の
原
因
と
し
て
「
御
園
此
度
之
騒
動

ハ
全
銅
山
御
廻
米
よ
り
相
生
候
事
三
候
得
共
」

(
A
|
a
〉
と
藩
に
書
き
送
り
、
ま
た
忠

勝
が
「
願
筋
ハ
第
一
御
用
米
、
御
繰
替
米
御
廻
米
止
置
レ
候
事
ニ
可
申
立
」

(
A
|
C
〉

(
傍
点
l
引
用
者
)
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
前

北
浦
一
撲
で
そ
の
要
求
が
ほ
ぼ
受
け
入
れ
ら
れ
、
処
罰
者
を
一
人
も
出
さ
ず
に
終
結
し
た

点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
マ
タ
ギ
や
奥
北
浦
村
々
か
ら
の
参
加
者
が
一
ヶ
月
後
の
奥
北
浦

一
撲
で
は
た
す
役
割
に
何
ら
か
の
関
連
が
見
い
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

正
月
二
十
七
日
朝
、
城
下
へ
行
く
た
め
に
支
度
を
し
て
大
曲
の
北
畑
に
集
ま
っ
た
一
挟

勢
は
、
郡
方
の
役
人
た
ち
の
説
得
に
応
じ
る
か
に
見
え
た
の
だ
が
、
夕
方
に
は
人
数
も
増

え
て
披
下
へ
の
行
進
を
始
め
た
。
一
方
役
人
た
ち
は
神
宮
寺
の
渡
し
の
舟
網
を
切
り
落
し

て
そ
れ
を
阻
止
し
た
。
そ
し
て
さ
わ
ぐ
一
撲
勢
に
対
し
て
、
願
を
聞
き
入
れ
る
の
で
ひ
と

ま
ず
帰
村
す
る
よ
う
に
と
書
い
た
大
き
な
幡
を
二
ケ
所
に
た
て
て
説
得
に
当
っ
た
こ
と
は

既
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
A
l
R
f
y
そ
し
て
、
長
野
役
屋
で
代
表
者
か
ら

要
求
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
よ
う
や
く
鎮
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
史

料
に
は
、
こ
の
時
に
そ
の
旨
を
書
い
た
証
文
を
四
ケ
所
寄
郷
へ
一
枚
ず
っ
、
合
わ
せ
て
四

枚
役
人
側
に
差
し
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
場
を
引
き
取
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
鑓
見
内
幕
林
八
幡
宮
で
相
談
し
て
願
書
を
認
め
、
二
十
八
日
夕
方
に
金
易
布
衛

門
に
提
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
一
親
郷
か
ら
二
人
ず
っ
、
合
わ
せ
て
八
人
の
代
表
者
が
役

屋
内
で
要
求
の
返
答
を
聞
き
、
翌
日
ま
で
に
役
屋
を
取
り
巻
い
て
い
た
農
民
た
ち
は
残
ら

ず
帰
村
す
る
の
で
あ
る
。

二
十
七
日
夜
、
代
表
者
が
役
人
側
か
ら
証
文
を
受
け
と
り
一
時
解
散
し
、
二
十
八
日
、

代
表
者
と
金
易
右
衛
門
た
ち
と
の
聞
の
交
渉
で
要
求
を
ほ
ぼ
徹
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
一
撲
勢
は
悪
口
雑
音
ロ
を
吐
き
、
さ
わ
ぎ
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
手
出
し
を
し
て
い
け
な

い
点
な
ど
、
こ
の
一
撲
が
実
に
統
率
の
と
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
二
十
八
日
夜
、
な
り
ゆ
き
を
見
守
り
、
長
野
役
屋
を
囲
む
農
民
達
に
「
氷
烈

天保五年秋田藩前北浦一祭の一史料

し
く
候
故
」
と
炭
薪
な
ど
を
役
屋
か
ら
下
さ
れ
た
と
い
う
見
の
が
せ
な
い
新
記
述
が
あ

る
。
こ
の
事
実
は
、
藩
の
前
北
浦
農
民
へ
の
譲
歩
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
藩
の

危
機
意
識
の
強
さ
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
阿
仁
廻
米
に
か
か
わ
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
米
を
生
産
し
て
い
る
前
北
浦
の
農
民
と
、
そ
の
米
を
運
搬
し
て
い

る
奥
北
浦
の
農
民
と
の
利
害
に
差
が
あ
る
に
し
て
も
、
二
月
十
八
日
に
奥
北
浦
の
農
民
が

蜂
起
し
た
時
に
そ
れ
に
呼
応
し
て
前
北
浦
の
農
民
が
再
度
立
ち
上
が
ら
な
か
っ
た
点
な
ど

は
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
。

注

(

I

)

秋
田
県
仙
北
郡
角
館
町
勝
楽
、
千
代
家
文
書
。
な
お
、
千
代
六
郎
右
衛
門
は
文
政

二
年
十
二
月
か
ら
弘
化
二
年
十
一
月
ま
で
銅
山
御
廻
米
方
御
銭
受
払
御
用
係
を
し
て

い
る
。

ハ
2
)
佐
々
木
正
勇
「
近
世
後
期
の
阿
仁
銅
山
に
お
け
る
飯
米
に
つ
い
て
」
(
『
阿
仁
合

町
郷
土
誌
』
所
収
、
一
九
六
二
年
)

同
論
文
に
載
っ
て
い
る
表
は
、
比
立
内
、
打
当
な
ど
マ
タ
ギ
の
村
々
を
含
ん
で
い

る
の
で
参
考
ま
で
に
こ
こ
に
転
載
す
る
。

比立内へ引子を出す村(天保7年)

|村 言十 族

主存 屋 26 (人〉 14 (人〉 38 (人〉 16 軒

掌屋渡 50 42 92 36 

比立内 37 24 61 26 

戸嶋内 18 29 47 38 

中 村 ワ ワ ワ 16 

打 当 ワ 勺 13 

昭和53年2月

表 l



4 

4 

現
在
で
も
北
秋
田
郡
阿
仁
町
の
打
当
地
区
、
比
立
内
は
マ
タ
ギ
が
住
む
村
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
ハ
一
九
七
七
年
五
月
十
日

1
十
四
日
、
朝
日
新
聞
東
北
総
合
版
に
連

載
の
「
奥
羽
山
脈
の
春
グ
マ
狩
り
」
に
よ
る
。
な
お
こ
れ
は
、
朝
日
新
聞
社
秋
田
支

局
編
『
最
後
の
狩
人
た
ち
』
(
秋
田
市
)
無
明
舎
、
一
九
七
七
年
刊
に
収
録
さ
れ
て

い
る
J

(
3
)

小
沼
洋
子
「
阿
仁
銅
山
へ
の
廻
米
輸
送
を
め
ぐ
っ
て
」
(
秋
田
近
世
史
研
究
会

『
近
世
在
町
の
研
究
、
近
世
に
お
け
る
村
の
諸
問
題
』
所
収
、
秋
田
県
文
化
課
刊
、

一
九
七
五
年
)

秋田高専研究紀要第13号

子

(
あ
と
が
き
)

本
稿
で
利
用
し
た
史
料
は
森
吉
町
本
妹
、
金
和
彦
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
さ

い
し
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
御
礼
申
上
げ
た
い
。
な
お
調
査
を
共
に
し
た
佐

々
木
潤
之
介
、
大
山
茂
、
佐
藤
吉
彦
の
三
氏
と
、
紹
介
の
労
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
竹
田

為
助
、
柴
田
信
勝
、
三
島
亮
氏
等
に
厚
く
感
謝
し
た
い
。

な
お
こ
の
天
保
五
年
の
前
・
奥
北
浦
一
撲
を
分
析
し
た
小
沼
の
論
文
が
、
そ
の
属
す
る

研
究
グ
ル
ー
プ
の
天
保
期
研
究
の
一
環
と
し
て
、
校
倉
書
一
一
房
よ
り
近
刊
予
定
の
論
集
に
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

洋沼夫秀橋高7 
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